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① 環境未来都市・国際戦略総合特区関連等『緑の成長戦略』や地域経済対策の推進

❸ 平成 24 年度予算の主な事業

（1）環境未来都市・国際戦略総合特区等、緑の成長戦略の推進

・	 地域エネルギーマネジメントシステムやスマートメーター（次世代電
	 力計）などを稼動させ、ダイナミックプライシング（変動料金設定）など
	 の実証を本格的に行います。
・	 スマートコミュニティの実現に向け、社会インフラサービスのパッ
　ケージ化を図り、海外展開の検討を行います。

❷北九州スマートコミュニティ創造関連事業 … 4億5,800 万円

（2）地域経済活性化の推進

・	 環境配慮型都市づくりに必要な知見をパッケージ化した「グリーンシ
	 ティ輸出のための北九州モデル」の構築事業、中小企業のアジア環境ビ
	 ジネスに対する助成等の様々な事業を通じて環境国際ビジネスの海外
	 展開を推進し	ます。

❹アジア低炭素化センター推進関連事業 … 2億1,200 万円

・	 省エネルギー型設備及び新エネルギーを利用した発電設備を設置する
	 市内中小企業等に対し、導入経費の一部を補助します。

・	 スマートコミュニティ創造事業など、最先端のまちづくりを進めてい
	 る八幡東田地区において、質の高い緑の創出や環境配慮型舗装、道路照
	 明灯のLED化などCO2削減に向けた取組みを推進します。

・	 コムシティ改修事業等により、投資的経費は対前年度比3.7%の増
・	 国の有利な補助金を活用するなどして、地域経済の活性化にもつなが
	 る耐震診断・改修を推進し、事業費の総額は55億円で、前年度比6億円
	 の増
・	 グリーン公共事業は、一般会計ベースで205億円、前年度比27億円の増

❷投資的経費の増加…………………… 683億7,300 万円

・	 雇用創出と就業支援を図るための新規事業や、県の基金を活用した重
	 点分野雇用創造事業などを実施します。
	 ■	正規雇用就職支援事業	 3,800万円
	 ■	在宅オペレーター就業支援事業	 2億3,900万円
	 ■	重点分野雇用創造事業	 3億4,200万円

❹雇用対策………………………………… 15 億 6,100 万円

・	中小企業の経営基盤の安定・強化を支援するため必要な融資枠を確保し
	 ます。
・	特に経営環境の変化等により、売上の減少等に直面している企業を対象
	 とする「景気対応資金」については、十分な融資枠を確保し、貸付金利の
	 引下げを行います。
	 ■景気対応資金　融資枠の拡大	 1,650億円（23年度）⇒1,783億円
	 	 金利の引下げ	 1.45％⇒1.40％（セーフティネット保証）

❸中小企業融資の拡充…………………………… 730 億円

「環境未来都市創造元年予
算」となる平成24年度は、
「環境未来都市」や「国際戦
略総合特区」の取組みを通
じて、「環境」と「経済」の両
立を図る「緑の成長戦略」
をさらに加速させ、人にや
さしく元気なまちづくり
を目指します。

	 ○環境未来都市関連事業	 （H24年度）	 169事業	 約236億円
	 ○国際戦略総合特区関連事業	 （H24年度）	 44事業	 約120億円
		 ※国際戦略総合特区関連事業は、環境未来都市関連事業と重複あり。
		 ※本市計上予算に加えて、国から市内民間事業者等に約37億円の直接
	 　補助が見込まれます。

・	 官民一体の「北九州市海外水ビジネス推進協議
	 会」を軸に、カンボジア、中国・大連市、ベトナム・
	 ハイフォン市等を対象として、アジア低炭素化
	 センターと連携してビジネス案件を獲得する
	 ことによる市内産業振興に取り組みます。
　また、ウォータープラザ北九州を中核施設として
	 水ビジネスの国際戦略拠点整備を進めます。

❺海外水ビジネスの推進 …………………………………………………… 1 億 2,900 万円

・	 小倉北区城野地区において、ゼロ・カーボン（街区単位でCO2排出量を
	 理論上「ゼロ」にすること）を目指した先進の住宅街区を整備するため、
	 土地区画整理事業による基盤整備や、まちづくり等に係る検討などを
	 行います。

❶ゼロ・カーボン先進街区形成推進事業 … 3億5,000 万円

・	 環境未来都市にふさわしい花や緑の街並み形成のため、主要駅前や観
	 光地等を花で彩るとともに、クリーンアップも重点的に実施します。

・	 今年秋の本格オープンに向けた、ビオトープの周辺緑地の整備、施設の
	 維持管理等を行います。

・	 北九州市新成長戦略会議において、本市が産業都市として目指すべき
	 ビジョンや産業振興及び雇用創出のあり方等を審議し、新たな産業都
	 市ビジョンを策定します。

◎低炭素・省エネルギー社会の実現

◎環境国際ビジネスの推進

◎都市と自然の共生・環境教育

❶北九州市新成長戦略策定事業………………… 800 万円

❽美しい街なか景観創出事業………………… 9,800 万円

❻八幡東田グリーングリッド事業………… 6億8,000 万円

❼響灘ビオトープ整備・運営事業 ……… 15億2,700 万円

❸中小企業省エネ設備導入促進事業 …………………1億円
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② 市制50周年事業の実施とシティプロモーションの展開や、
　 中心市街地活性化など『にぎわいづくり』の推進

・	「北九州シティオペラ『アイーダ』公演」	
・	「合唱組曲『北九州』記念演奏会」			等

❷市制50周年記念文化事業 ………… 4,400 万円

・	 若戸大橋は、平成24年9月27日に開通50年を迎え、それを
	 記念した式典を行います。他にも10月28日に1万人が若戸
	 大橋を歩いてわたる大ウォーキング大会を開催し、それに合
	 わせて若松・戸畑両区でも関連イベントを行います。

（2）まちのにぎわいづくりの推進

・	 市制50周年の記念事業として開催を予定している「日本
	 スポーツマスターズ2013北九州大会（35歳以上を対象に
	 した全国規模の総合スポーツの祭典）」や「（仮称）北九州
	 シティマラソン」の準備を進めます。

❹市制 50 周年記念スポーツ大会開催準備事業 
……………………………………………1,700 万円

・	 まち全体を屋根のない博物館に見立て、市内の様々な地域資源を再発
	 見して磨き上げる「北九州市時と風の博物館」をサイト上に展開し、市
	 民自らが展示品を登録するなど、効果的に情報を発信します。

❶北九州市ミュージアム構想推進事業 ……… 700 万円

・	 平成24年8月に開館する漫画文化の拠点施設である、「北九州市漫画
	 ミュージアム」のオープニングイベント及び管理運営等を行います。
	 ※オープニングイベントは、市制50周年プレ事業としても実施します。

❷北九州市漫画ミュージアム関連事業 …… 2億3,500 万円

❸若戸大橋開通50周年記念事業 …… 2,000 万円
・	 図書館、ホール、広場などの施設整備を実施し、維持管理・運営を行い
	 ます。
	 平成24年7月供用開始

❸黒崎副都心「文化・交流拠点地区」整備事業 
……………………………………………… 40億4,400 万円

・	 コムシティの再生を早期に実現するため、改修工事等を実施します。
	 （主な入居施設）	
	 	 ○八幡西区役所　○第2夜間・休日急患センター
	 	 ○（仮称）八幡西生涯学習総合センター　など

❹コムシティ改修事業 ………………… 39億9,000 万円

（1）市制50周年事業の実施
市制50周年事業を契機に、まちの
「にぎわいづくり」を推進します。

・	 今年10月に本市で開催される「第44回全国商工会議所女性
	 会連合会北九州全国大会」及び「日本青年会議所第61回全国
	 会員大会北九州大会」について、大会を成功に導くため、主催
	 者に対して必要な支援を行います。

❺女性・若年経営者活力創出支援事業 … 2,400 万円

❶市制 50 周年記念事業実行委員会の運営及び
　広報・PR 事業 ………………… 1 億 3,100 万円

	 	 平成24年度は、記念式典や様々な記念事業に加え、プレ事業など、総額5億円規模の事業を実施します。
　また、同時期に開催される大規模イベントとの連携を図ることにより、効果的な広報・PR活動を展開し
ます。

		 	 ※記念事業:平成25年2月10日〜平成26年2月9日に実施する事業
		 	 ※プレ事業:平成25年2月		9日以前に実施する事業

・	 戸畑区役所周辺地区のD街区に複合スポーツ施設を整備するための、
	 基本設計・地質調査等を実施します。

❺戸畑D街区スポーツ施設整備事業 ………… 3,000 万円

・	 平成24年度から平成29年度までのJR門司港駅の改修工事を観光資
	 源として公開し、駅の新たなる魅力を創出します。

❻門司港駅改修工事への観光対策事業……… 2,100 万円

・	 官民の委員からなる実行委員会を組織し、記念事業基本構想
	 に基づく実行委員会主催事業の実施や記念事業全体に係る
	 広報・PR活動、市民・団体・企業・行政間の連携などの全体調整
	 に取り組みます。

「北九州市  時と風の博物館」

・	 都心部のにぎわいづくりと本市の魅力発信を目的に、まちおこしのイ
	 ベントである「B級ご当地グルメの全国大会」を開催します。

	 ■開催日	 平成24年10月20日（土）・21日（日）
	 ■場　所	 あさの汐風公園一帯、及び勝山公園一帯

❻ B-1 グランプリ in 北九州事業 …………… 7,000 万円

B-1グランプリ（※写真は昨年開催の姫路大会）

前回大会の様子
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③ 子育て・教育、福祉・医療の拡充

（1）子育て・教育環境の充実

・	 妊婦健診（14回）や乳幼児健診について公費助成を行い、さら
	 に、妊婦健診の検査項目を拡充します。

❶母子健康診査（妊婦健診の拡充）
……………………………………… 9億7,100 万円

・	 学校運動場における芝生化モデル事業を実施します。
	 （小学校1校）

❸学校運動場芝生化モデル事業…………500 万円

（2）福祉・医療の充実

・	 35人以下学級編制を従来の小学校1、2年生及び中学校1年
	 生に加え、小学校3年生に拡充します。

❹小学校35人以下学級の拡充  ………9,100 万円

・	 高齢化の進行等に伴い、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の保
	 険給付費が増大していることを受け、一般会計からの繰出金や介護給
	 付準備基金などの活用を図り、保険料の負担軽減等を実施します。

	 ■	国民健康保険特別会計繰出金	 133億3,500万円
	 ■	後期高齢者医療特別会計繰出金等	 150億9,500万円
	 ■	介護保険特別会計繰出金	 119億4,800万円

❶国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険特別会計繰出金等
…………………………………………… 403億7,800 万円

・	 基幹相談支援センターを設置し、相談窓口の一元化を図ることで相談
	 者の利便性を向上させます。併せて出前相談など丁寧な相談支援方法
	 をとることにより、障害のある方が自立した日常生活や社会生活を営
	 むことができるよう体制を強化します。

・	市内保育所、幼稚園で園庭芝生化事業を実施します。
	 （保育所20 ヶ所、幼稚園10 ヶ所）

❷園庭芝生化事業……………………… 3,900 万円

・	 経済界と連携し、企業の持つ教育資産を「子どもの教育」へ活
	 用するモデル事業を実施します。

❺経済界との連携による学校支援モデル事業
……………………………………………… 200 万円

・	 乳幼児等の健康の保持とすこやかな育成を図るため、医療費の自己負担
	 額を助成します。平成23年10月からは、入院医療費の助成を、小学校6年
	 生から中学校3年生まで拡大しています。

子どもから年長者まで、福祉
や教育の充実にも力を入れ
ています。

❷障害者相談支援体制の整備 ………… 1 億 2,200 万円

❸乳幼児等医療費支給制度 ……………… 29 億 500 万円

・	英語・外国語活動の指導を充実させるため、外国語指導助手（ALT）を
	 配置し、小中連携指定校における小学校低中学年からの外国語
	 指導や、小学校で実施する「夏の教室」を活用した外国語指導の充実を
　図ります。

❻英語・外国語活動の充実……………… 3 億 8,800 万円

・	 小倉南区の地区図書館整備に向けて、コンセプト等を検討します。

❼小倉南区地区図書館整備検討調査…………… 300 万円

・	 予防から早期発見・早期対応・ケア・家族支援までの総合的な認知症ケ
	 アの充実・強化を図るため、ＧＰＳを利用した徘徊高齢者等位置探索
	 サービスの普及・拡大、若年性認知症対策の推進、医療・介護・地域の連
	 携強化のためのコーディネーターの配置等に取り組みます。

❹総合的な認知症対策推進事業 …………… 1,500 万円
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④ 災害対策の強化、防犯・暴追運動の推進など安全・安心なまちづくりの推進

（1）耐震診断・改修の推進

・	 平成21年7月、平成22年7月の豪雨による浸水被害を踏ま
	 え、従来の事業に加え、平成22年度から5年間で河川や下水
	 道の緊急整備を集中的に実施します。

❶水害から市民を守る緊急整備事業
……………………………………… 33億8,800 万円

・	災害時の避難所として機能している学校体育館のトイレ改
	 修及びスロープ・備蓄倉庫を設置します。

❷学校体育館防災機能強化推進事業
……………………………………… 2億 6,000 万円

・	 市民生活等の安全・安心を確保するため、防犯カメラを市内
	 主要幹線道路25ヶ所に計100台設置します。

・	 暴力追放大会の実施や市民活動の支援等、官民一体となった
	 暴力追放運動を推進します。

・	 区役所が市民ニーズを的確に把握し施策へ反映させ、地域コ
	 ミュニティ活動への積極的な支援などを行います。

❶区行政推進事業 ………………… 3億1,000 万円

❸防犯カメラ設置事業…………… 1億 5,400 万円

・	 未利用市有地や公園の一部を、地域に無償で貸し出し、花壇・菜
	 園やどんぐり苗の育成の場として活用します。
・	市民の記念日に苗木を配布し、市民による植樹活動を推進し
	 ます。

❷まちの森プロジェクト推進事業 … 8,800 万円

・	「北九州市環境未来都市」の推進に貢献する市民活動団体等の
	 活動を支援します。

・	 放置竹林の伐採、樹木の植栽などを実施するとともに、たけの
	 こ生産竹林への転換を図ります。
・	 NPO団体による竹林の保全・利用活動を支援します。
・	 放置竹林対策や伐採した竹の活用策についてアイデアを募集
	 します。

❸放置竹林対策事業 ………………… 1,800 万円

❹暴力追放運動の推進…………………5,300 万円

災害対策、防犯・暴追対策を中心に安心・安全な
まちづくりを進めます。

・	 公共施設の耐震診断・改修を推進するとともに、民間施設の
	 耐震化への補助を実施します。
	 （公共施設）
	 ■	学校施設耐震補強事業	 15億9,400万円
	 ■	橋梁長寿命化事業	 19億9,000万円
	 ■	都市モノレール長寿命化事業	 3億2,200万円
	 ■	生涯学習センター長寿命化等改修工事	 1億7,500万円
	 ■	総合体育館耐震補強事業	 2,900万円
	 （民間施設）
	 ■	民間建築物耐震改修費等補助事業	 1億4,700万円

（2）災害対策・防犯・暴追など安全・安心なくらしの確保

❹市民活動団体等による環境未来都市推進支援事業
…………………………………………… 1,000 万円

⑤ 市民・地域との協働・連携の推進

市民、地域団体・企業などとの協働・連携や
ふれあいの創造に努力します。
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伊川区民館を改修し、松ヶ江北市民センター

伊川市民サブセンターとして整備します。

延床面積：410.55m2

平成 25年 1月完成予定

門司区

①（仮称）伊川市民サブセンター

各
区
で
着
手・完
成
す
る
主
な
施
設

小倉駅新幹線口に漫画文化の拠点となる北九州市

漫画ミュージアムを整備します。

平成24年 8月供用開始

小倉北区

①北九州市漫画ミュージアム

完全バリアフリー対応により、障害のある人はもち

ろん、誰もが安心して気軽に健康づくりなどに利用

できる施設です。

平成24年 4月供用開始

②障害者スポーツセンター　アレアス

鉄道やバス利用者の利便性、安全性の向上を図る

ために、バスが乗り入れできる駅前広場を整備

します。

平成30年度完成予定

小倉南区

①下曽根駅北口駅前広場

「響灘・鳥がさえずる緑の回廊創成事業」の中核として、響灘

廃棄物処分場跡地に、「自然創成」の考えによる「響灘ビオトー

プ」の整備を行っています。エコタウン、次世代エネルギーパー

クと合わせた響灘エコフロンティアパークの環境学習の資源

として、市民と自然とのふれあいを推進します。

平成24年秋完成、供用開始予定

若松区
①響灘ビオトープ

八幡東区
①八幡東田グリーングリッド事業

図書館、ホール、広場などの施設整備を実施し、維持管理・

運営を行います。

平成24年 7月供用開始

八幡西区

①黒崎副都心「文化・交流拠点地区」

戸畑区

❹ 各区で着手・完成する主な施設

響灘地区から戸畑・小倉方面へのスムーズな交通アクセスの

確保、若戸大橋及び周辺道路の慢性的な交通渋滞の緩和等を

目的として洞海湾を横断する道路を整備しています。

平成24年 9月供用開始予定

若松区・戸畑区

①新若戸道路

旧戸畑区役所庁舎を戸畑図書館として再整備し、平成 25年

度内の供用開始を目指します。

①戸畑図書館

スマートコミュニティ創造事業など最先端のまちづくり
を進めている八幡東田地区において、質の高い緑の創出
や環境配慮型舗装、道路照明灯の LED化など CO2 削減
に向けた取組みを推進します。


